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いわ！
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しまねの魚しまねの魚
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丸山達也　島根県知事隠岐地区　大西寿春 議長
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総
代
会
で
は
冒
頭
に
岸 

宏
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

会
長
が
挨
拶
し
、引
続
き
来
賓
の
丸
山
達
也

島
根
県
知
事
、中
島
謙
二
島
根
県
議
会
議
長

か
ら
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。
続
い
て
議
事
に

移
り
、議
長
に
隠
岐
地
区
・
大
西
寿
春
総
代

が
選
任
さ
れ
、以
下
の
通
り
審
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

第
一
号
議
案
　
令
和
5
年
度
事
業
報
告
及
び

剰
余
金
処
分
案
に
関
す
る
件

□
第
二
号
議
案
　
令
和
6
年
度
事
業
計
画
に

関
す
る
件

□
第
三
号
議
案
　
令
和
6
年
度
に
お
け
る
借

入
金
の
最
高
限
度
に
関
す
る
件

□
第
四
号
議
案
　
定
款
及
び
定
款
付
属
の
一

部
改
正
に
関
す
る
件

　
第
五
号
議
案
　
信
用
事
業
規
程
の
一
部
改

正
に
関
す
る
件

第
六
号
議
案
　
令
和
6
年
度
に
お
け
る
理
事

及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

□
第
七
号
議
案
　
令
和
6
年
度
賦
課
金
の
徴

収
に
関
す
る
件

□
第
八
号
議
案
　
出
資
配
当
金
を
増
資
に
充

当
す
る
件

第
九
号
議
案
　
組
合
員
の
除
名
に
関
す
る
件

　

提
出
さ
れ
た
全
九
議
案
と
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
、総
代
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
の
本
県
の
総
漁
獲
量
・
総
生
産

額
は
10
万
3
千
ト
ン
、1
9
7
億
円
で
、年

の
後
半
は
荒
天
に
よ
る
出
漁
日
数
の
大
幅

な
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、マ
イ
ワ
シ
の
増

加
や
堅
調
な
魚
価
に
支
え
ら
れ
漁
獲
量
で

前
年
比
10
％
、生
産
額
で
前
年
比
11
％
と
2

年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
組
合
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
、経
常
利
益
1
億
83
百
万

円
、当
期
剰
余
金
1
億
89
百
万
円
を
計
上

し
、適
正
な
内
部
留
保
と
組
合
員
へ
の
還
元

が
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
・
関
係

各
位
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
衷
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
6
年
度
に
お
い
て
も
中
長
期
的
視

野
に
立
ち
、合
併
20
年
の
節
目
に
当
り
、こ

れ
ま
で
の
成
果
と
反
省
を
真
摯
に
ふ
ま
え
、

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
将
来
展
望
を
確
か
な
も
の

に
す
る
た
め
、引
続
き
目
標
で
あ
る「
組
合

員
の
所
得
の
向
上
」「
担
い
手
育
成
」「
販
売

事
業
改
革
」「
浜
の
構
造
改
革
」の
実
現
の
た

め
、国
の
水
産
業
成
長
化
沿
岸
地
域
創
出
事

業
及
び
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
支
援
事

業
等
を
積
極
的
に
活
用
し
乍
ら
本
県
漁
業

の
更
な
る
進
展
を
目
指
し
、組
合
員
・
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む
も
の
と
致
し
ま
す
。

漁
業
協
同
組
合
J
F
し
ま
ね

第
19
回
通
常
総
代
会

去
る
6
月
29
日（
土
）午
前
10
時
よ
り
松
江
テ
ル
サ（
松
江
市
御
手
船
場
町
）

で
出
席
総
代
1
0
8
名（
内
本
人
出
席
47
名
、委
任
状
に
よ
る
出
席
3
名
、書
面

に
よ
る
出
席
57
名
）に
よ
り
第
19
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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開
会
に
当
た
り
、一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

本
日
第
19
回
通
常
総
代
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、総
代
皆
様
方
に
は
何
か
と

ご
多
繁
の
央
ご
出
席
を
賜
わ
り
、厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、丸
山
島
根
県
知

事
様
、中
島
島
根
県
議
会
議
長
様
を
初
め
ご

来
賓
各
位
に
は
公
務
ご
多
繁
の
央
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
。
日
頃
の
ご
指
導
に
併
せ
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
漁
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
、

社
会
生
活
に
大
き
な
影
響
を
生
じ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
一
応
終
息
し
、

各
種
活
動
が
復
活
す
る
と
共
に
水
産
物
の

消
費
・
販
売
に
も
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め

ま
し
た
。

一
方 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
起

因
す
る
国
際
環
境
悪
化
に
伴
う
原
油
市
況

の
上
昇
及
び
記
録
的
な
円
安
傾
向
は
物
価
、

燃
油
・
資
材
価
格
の
高
騰
等
を
招
来
し
漁
業

経
営
に
と
っ
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
本
県
漁
業
の
総
漁
獲

量
は
10
万
3
、0
0
0
ト
ン
、総
生
産
額
は

1
9
7
億
円
と
マ
イ
ワ
シ
の
増
加
や
堅
調

な
魚
価
に
支
え
ら
れ
、漁
獲
量
で
前
年
比

10
％
、生
産
額
で
前
年
比
11
％
の
増
加
と
な

り
、共
販
事
業
取
扱
高
も
2
0
9
億
円
と
い

ず
れ
も
2
年
連
続
前
年
を
上
回
る
実
績
と

な
り
ま
し
た
。
漁
業
種
類
別
で
も
旋
網
、沖

底
、小
底
、定
置
等
が
数
年
来
堅
調
・
好
漁
で

あ
り
漁
船
リ
ー
ス
事
業
等
に
よ
る
積
極
的

な
設
備
投
資
の
効
果
が
着
実
に
見
え
た
1

年
で
あ
り
ま
し
た
。

私
共
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
は
、今
後
共
、浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
水
産
業
の
競
争

力
強
化
と
所
得
向
上
に
取
組
む
た
め
の「
漁

船
リ
ー
ス
事
業
」や「
機
器
導
入
対
策
事
業
」

に
加
え
て
、「
漁
具
等
の
新
リ
ー
ス
事
業
」を

積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
資
源
管
理
型
漁

業
に
対
応
す
る
本
県
漁
業
の
構
造
改
革
を

一
層
推
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一
面
、漁
業
生
産
コ
ス
ト
の
大
宗
を
占

め
る
燃
油
価
格
に
つ
い
て
は
国
際
的
な
原

油
市
況
の
逼
迫
に
よ
り
年
間
を
通
じ
て
高

値
で
推
移
し
ま
し
た
が
漁
業
経
営
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に
よ
る
燃
油
価

格
補
て
ん
の
発
動
及
び
元
売
り
に
対
す
る

国
の
燃
油
価
格
激
変
緩
和
補
助
金
の
交
付

継
続
に
よ
っ
て
、供
給
価
格
が
あ
る
程
度
抑

制
で
き
た
事
は
漁
業
経
営
に
対
す
る
大
き

な
支
え
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
大
田

支
所
の
販
売
体
制
の
見
直
し
は
、朝
市
移
行

後
4
年
が
経
過
し
、水
揚
高
・
魚
価
等
が
逐

年
向
上
計
画
通
り
推
移
し
て
機
動
的
な
操

業
体
制
と
販
売
体
制
が
確
立
さ
れ
た
事
は

組
合
員
各
位
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、組
合
経
営
に
つ
き

ま
し
て
は
よ
り
効
率
的
な
運
営
と
共
販

事
業
等
の
拡
大
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
組
ん
だ
結
果
、今
年
度
は
経
常
利
益

1
8
3
百
万
円
、
当
期
未
処
分
剰
余
金

1
8
9
百
万
円
を
計
上
。
そ
の
処
分
と
し
て

は
法
定
内
部
留
保
、出
資
配
当
及
び
事
業
分

量
配
当
を
も
っ
て
組
合
員
に
還
元
す
る（
案
）

を
上
程
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
組
合
員

各
位
及
び
島
根
県
を
初
め
関
係
各
機
関
の

力
強
い
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
令
和
6
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
当
組
合
設
立
20
周

年
の
節
目
に
当
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り

ま
す
。

当
時
21
漁
協
の
大
半
が
極
め
て
深
刻
な

経
営
状
態
に
あ
っ
て
、健
全
経
営
を
維
持
し

て
い
た
漁
連
、信
漁
連
と
各
漁
協
が
大
同
団

結
の
う
え
県
1
漁
協
を
設
立
す
る
こ
と
が

系
統
組
織
存
続
の
唯
一
の
道
で
あ
る
と
の

共
通
認
識
の
も
と
、当
時
の
各
組
合
長
さ
ん

の
ご
英
断
に
よ
っ
て
J
F
し
ま
ね
が
誕
生

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

爾
来
今
日
ま
で
合
併
に
伴
う
持
込
欠
損

金
6
億
円
の
解
消
を
初
め
幾
多
の
難
題
を

乗
り
越
え
、現
在
内
部
留
保
は
16
億
円
を
有

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
組

合
員
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、島
根
県
を
初
め
関

係
各
機
関
の
ご
指
導
ご
支
援
に
改
め
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、当
面
す
る
課
題
も
多
く

未
だ
道
半
期
で
あ
り
ま
す
。

20
周
年
の
節
目
に
当
り
こ
れ
ま
で
の
系

統
運
動
の
成
果
と
反
省
を
真
し
に
ふ
ま
え
、

J
F
し
ま
ね
の
将
来
展
望
を
確
か
な
も
の

に
す
る
た
め
諸
般
の
施
策
を
着
実
に
推
進

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
総
代
会
に
は
令
和
5
年
度
決
算
及
び

令
和
6
年
度
事
業
計
画
等
諸
案
件
に
加
え
、

合
併
当
初
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
長

期
間
に
亘
る
所
在
不
明
等
の
組
合
員
に
つ

い
て
法
令
に
準
処
し
、「
除
名
」に
よ
る
法
定

脱
退
と
す
る
議
案
も
上
程
し
て
い
ま
す
の

で
充
分
ご
審
議
の
う
え
原
案
ご
承
認
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
開
会
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

�

代
表
理
事
会
長　

岸　
　

宏

TOPIC S
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去
る
5
月
21
日
、J
F
し
ま
ね
松
江
魚
市
場（
松
江

市
東
朝
日
町
）に
鎮
座
す
る
水
産
神
社
の「
正
遷
座
祭・

奉
祝
祭
」が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
産
神
社
は
明
治
の
末
期
か
ら
当
地
方（
松
江
圏
）

の
唯
一
の
魚
市
場
で
あ
っ
た
松
江
市
茶
町
の
山
陰
松

江
水
産
株
式
会
社
の
一
角
に
主
祭
神
と
し
て
、漁
業
の

守
り
神
、事
代
主
命
を
始
め
水
産
に
関
係
の
深
い
神
々

を
配
祀
神
と
し
て
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、昭
和
17
年
戦
後
統
制
に
よ
る
企
業
合
同
が

な
さ
れ
、魚
問
屋
制
が
廃
止
さ
れ
県
漁
聯（
県
漁
連
の

前
身
）が
鮮
魚
介
類
の
集
販
を
一
括
取
扱
う
こ
と
と
な

り
、昭
和
18
年
、駅
前
の
御
手
船
場
に
新
市
場
を
開
設

し
ま
し
た
。水
産
神
社
も
こ
れ
に
伴
っ
て
御
遷
座
、御

造
営
さ
れ
、県
漁
連
松
江
魚
市
場
内
で
祭
祀
斎
行
、社

殿
の
維
持
管
理
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

  

昭
和
36
年
新
水
産
会
館
及
び
魚
市
場
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
が
、水
産
神
社
の
敷
地
も
な
く
、新
水
産
会
館

の
屋
上
に
県
漁
連
並
び
に
奉
賛
会
の
協
力
に
よ
っ
て

御
遷
座
さ
れ
ま
し
た
が
、昭
和
58
年
に
松
江
魚
市
場
を

現
在
地
に
新
築
移
転
を
機
に
そ
の
移
転
先
の
新
し
い

地
に
美
保
神
社
の
御
分
霊
社
と
し
て
御
遷
座
、御
造
営

さ
れ
ま
し
た
。爾
来
41
年
間
の
風
雪
に
耐
え
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、社
殿
の
腐
朽・破
損
が
著
し
く
、早
急
に
御

遷
宮
を
し
、御
神
徳
に
添
い
奉
り
た
い
と
し
、御
遷
宮

奉
賛
会
が
組
織
さ
れ
、広
く
各
位
の
ご
浄
財
を
仰
ぎ
な

が
ら
御
修
造
が
完
成
し
ま
し
た
。

正
遷
座
祭
で
は
、県
内
外
漁
業
団
体
関
係
者
を
は

じ
め
地
元
買
受
人
や
流
通
加
工
業
者
、島
根
県
や
全
漁

連
、神
社
工
事
関
係
者
や
J
F
し
ま
ね
役
職
員
な
ど

約
1
0
0
名
が
見
守
る
中
、絹
垣
に
囲
ま
れ
た
ご
神
体

を
厳
粛
の
内
に
お
伴
し
、新
社
殿
に
ご
鎮
座
し
て
戴
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遷
宮
奉
賛

場
所
を
ホ
テ
ル
一
畑
に
移
し
て
行
わ
れ
た
奉
祝
祭

で
は
、は
じ
め
に
西
村
昭
充
遷
宮
奉
賛
会
副
会
長
の
開

会
挨
拶
に
続
き
、岸　

宏
遷
宮
奉
賛
会
会
長
の
挨
拶
の

後
、こ
の
度
の
水
産
神
社
修
繕
工
事
を
施
工
頂
い
た
有

限
会
社
後
藤
屋
の
後
藤
史
樹
社
長
に
対
し
、岸
会
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。後
藤
社
長
か
ら
お

礼
の
挨
拶
を
頂
い
た
後
、代
理
島
根
県
知
事
野
村
良
太

県
農
林
水
産
部
長
、代
理
全
漁
連
会
長 

内
田
珠
一
全

漁
連
専
務
、石
井
功
輪
島
漁
業
生
産
組
合
専
務
か
ら
祝

辞
を
頂
き
、横
山
陽
之
美
保
神
社
宮
司
の
乾
杯
の
ご
発

声
に
よ
り
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

水
産
神
社
御
遷
宮

「
正
遷
座
祭
・
奉
祝
祭
」斎
行



R6年度実施状況
実施日時 実施場所 参加者数

（概数）
袋枚数

（自然 /人工）

7/7㈰
大芦出張所周辺（島根町） 70 名 100/100
五十猛出張所周辺（大田） 200 名 200/200

7/13㈯

古浦海岸、御津出張所周辺（恵曇） 70 名 60/60
常福寺前船据場（平田） 20 名 50/10
大社支所周辺（大社） 15 名 14/3

仁摩出張所、温泉津出張所周辺（大田） 90 名 300/300
浜田支所周辺（浜田） 50 名 70/70

7/14㈰
三津荷捌所、佐香出張所周辺（平田） 280 名 150/110

益田港、飯浦港、大浜港（益田） 220 名 150/150
蛸木・油井・那久荷捌所周辺（西郷） 120 名 85/80

7/15㈪

笠浦出張所周辺（美保関） 100 名 500/500
平田支所周辺（平田） 40 名 50/70

小浜港（益田） 40 名 50/50
都万出張所、都万・蔵田荷捌所周辺（西郷） 80 名 90/70

7/20㈯ 多伎出張所周辺（大社） 80 名 30/100
7/21㈰ 湖陵出張所周辺（大社） 50 名 60/10

県農林水産部/野村部長

遷宮奉賛会/岸会長全漁連/内田専務 岸会長から後藤社長へ
感謝状の贈呈

美保神社/横山宮司 ㈲後藤屋/後藤社長
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令
和
６
年
度 

島
根
県
下
一
斉
海
浜
清
掃
活
動
実
施

（
S
D
G
ｓ
に
向
け
た
取
組
）

余
興
で
は
、浜
田
市
の
浜
田
石
見
神
楽
社
中
連
絡

協
議
会
の
皆
様
に
よ
る「
恵
比
寿
」を
ご
披
露
頂
き
ま

し
た
。恵
比
寿
は
、石
見
神
楽
の
お
め
で
た
い
演
目
で
、

大
国
主
命
の
第
一
の
御
子
で
美
保
神
社
の
御
祭
神
と

さ
れ
る
八
重
事
代
主
命
で
あ
る
恵
比
寿
様
を
題
材
と

し
た
演
目
と
の
こ
と
で
す
。

続
い
て
水
産
神
社
の
本
社
で
あ
る
美
保
神
社
の
地

元
、松
江
市
美
保
関
町
の
正
調
関
之
五
本
松
節
保
存

会
の
皆
様
に「
正
調
関
乃
五
本
松
節
」な
ど
の
民
謡
を

ご
披
露
頂
き
、に
ぎ
や
か
に
宴
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま

し
た
。

宴
も
た
け
な
わ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、山
岸
新
弥
ホ

ク
モ
ウ
㈱
社
長
よ
り
万
歳
の
ご
発
声
を
頂
き
、岸
会
長

の
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
水
産
神
社
正
遷
座
祭・奉
祝

祭
が
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
般
の
水
産
神
社
御
遷
宮
を
機
に
従
来
の
松
江
魚

市
場
へ
の
出
荷
漁
業
者
、買
受
人
を
中
心
と
す
る
水
産

神
社
奉
賛
会
の
運
営
を
島
根
県
下
の
漁
業
関
係
者
皆

様
に
広
く
ご
賛
同
賜
わ
る
組
織
と
し
て
祭
祀
斎
行
社

殿
の
維
持
管
理
に
努
め
る
こ
と
と
し
、漁
業
の
守
り
神

で
あ
り
ま
す
事
代
主
命
の
大
神
様
の
ご
加
護
の
も
と

「
海
上
安
全　

大
漁
満
足
」を
ご
祈
念
し
、本
県
漁
業

の
振
興
発
展
に
資
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

参加者数
1525 人

自然ゴミ 1959 枚
人工ゴミ 1883 枚

平
成
15
年
に
島
根
県
浜
田
市
で

「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」が
開

催
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、毎
年「
海

の
日
」を
中
心
に
地
域
住
民
は
じ
め
、水
産

系
統
団
体
職
員
お
よ
び
県
や
市
の
水
産
関

係
職
員
も
参
加
し
、島
根
県
下
一
斉
海
浜

清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、「
海
を
汚

さ
な
い
」「
き
れ
い
な
海
を
守
る
」と
い
う

意
識
の
啓
発
を
図
り
、県
や
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
全
体
で
持
続
可
能
な
海
を
守
り
続
け

て
い
き
ま
す
。

TOPIC S



さかなクン
子供向け

イベント開催！
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令
和
6
年
8
月
14
日
（
水
）
山
陰
中
央
新
報
社
主
催
（
協
賛

J
F
し
ま
ね
）の
さ
か
な
ク
ン
の
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト『
さ
か
な
ク
ン
の

ギ
ョ
ギ
ョ
ッ
と
び
っ
く
り
お
さ
か
な
教
室
』が
開
催
さ
れ
、
J
F
し
ま
ね

の
新
人
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
沢
山
の
家
族
連
れ
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
組
合
が
年
に
1
回
開
催
し

て
い
る『
海
の
子
絵
画
展
』は

昭
和
54
年
よ
り
始
ま
り
今
年
で

第
44
回
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年

度
以
前
入
賞
し
た
作
品
の
中
か

ら
6
点
を
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
で

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
出
展
を
き
っ
か
け
に

海
の
子
絵
画
の
促
進
や
漁
業
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
に
な
っ
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

出
展
者
の
皆
様
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 海の子

絵画展

1
かわいい
お魚さんが
いっぱいだぁ〜！

隠岐の島町立都万小学校　安部 柑菜

画題	「大きなマグロを初めてみたよ」
	 「海からのめぐみ」

益田市立益田小学校
中島 光麗
画題	「りょうしのおじさん」

出雲市立四絡小学校　森山 時季

画題	「大きなアジつり」

松江市立川津小学校
松本 深優
画題	「しじみ漁」

松江市立古江小学校
安藤 春陽
画題	「つったぞ！」

海の子絵画
作品一覧



CM 編集の様子

4
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J
F
松
江
魚
市
場
で
取

り
扱
っ
て
い
る
マ
ル
コ
ウ
さ

ま
の
鯖
の
塩
辛
に
加
え
、燻

製（
3
種
類
）も
販
売
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

マ
ル
コ
ウ
さ
ま
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
組
合
と
い
え
ば【
魚
】と
い
う
こ

と
で
、小
さ
な
お
子
様
も
遊
べ
る
よ

う
に
魚
釣
り
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
ま

し
た
。

魚
の
イ
ラ
ス
ト
を
釣
り
上
げ
て
も

ら
い
、イ
ラ
ス
ト
の
裏
面
に
は
魚
の

名
前
を
答
え
る
ク
イ
ズ
も
記
載
し
、

魚
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
企
画
し
ま
し
た
。
当
日
は

大
行
列
で
沢
山
の
子
供
た
ち
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
で

は
魚
の
名
前
も
答
え
ら
れ
る
子
供
も

沢
山
い
て
驚
き
ま
し
た
。

イベント業務ではＣＭ制作を担当しましたが、今
までパワーポイントも使ったことがなく、提出期限ま
でに制作を終えられるか不安でしたが、期限内に提
出することができて一安心しました。

会場で制作した映像が映し出されると少し恥ずか
しい気持ちもあり複雑でしたが、さかなクンにも会
えたし、貴重な経験をさせて頂きました。

今回のイベント業務に携わって自分に限らず、新
人職員が他社とのやりとり（印刷会社や山陰中央新
報社など）をさせてもらい、いい経験になりました。

今後、仕事をする上で様々な課題や問題があるか
と思いますが、イベント業務のように試行錯誤しな
がら自分なりに成長できればと思います。
� （桑垣賢太）

子
ど
も
た
ち
に
用
紙
を
配
布
し
、海
に

関
係
す
る
生
き
物
を
描
い
て
も
ら
い
、当

組
合
が
用
意
し
た
海
の
中
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
用
紙
に
子
供
た
ち
に
描
い
て
も
ら
っ
た

絵
を
貼
付
け
、『
大
き
な
海
の
絵
』を
創
ろ

う
と
い
う
内
容
を
企
画
し
ま
し
た
。

当
日
は
、沢
山
の
子
供
た
ち
に
絵
を
描

い
て
い
た
だ
き
と
て
も
素
敵
な
絵
が
完
成

し
ま
し
た
。

新人職員の感想
イベント業務を担当した

物販

みんなで
大きな絵を
創ろう

魚釣り
コーナー

3 2



INTERVIEW

笑顔溢れる楽しいひと時～!!
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私
達
新
入
社
員
は
、岸
会
長
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、会
長
の

仕
事
に
対
す
る
思
い
や
、普
段
お
聞
き

す
る
事
の
出
来
な
い
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

特
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
関
し
て
、意

外
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
も
の
も
！？

私
達
新
入
社
員
が
会
長
の
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ち
ゃ
い
ま
す
。

政
治
家
等
殆
ど
の
人
に
言
わ
れ
た
。
実

現
す
る
の
は
む
ず
か
し
く
て
な
、
そ
の

う
ち
味
方
が
出
来
た
。

石
川　

ど
う
や
っ
て
味
方
を
増
や
し
た

ん
で
す
か
？

会
長　

粘
り
強
く
訴
え
た
ね
。
水
産
庁

長
官
が
「
岸
さ
ん
の
熱
意
に
負
け
た
。

先
ず
小
さ
く
生
ん
で
大
き
く
育
て
る
こ

と
で
良
い
か
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ

う
す
る
う
ち
に
、
徐
々
に
わ
た
し
の
案

に
賛
同
協
力
し
て
く
れ
る
味
方
が
増
え

て
い
っ
て
、
リ
ー
ス
事
業
を
創
設
で
き

た
ん
で
す
。
そ
の
結
果
、
全
国
の
漁
業

者
の
意
識
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
よ
。

一
同　

お
ー
！！
（
驚
）

会
長　

全
漁
連
会
長
就
任
時
、
こ
の

漁
船
リ
ー
ス
事
業
に
加
え
て
、
燃
油
高

騰
対
策
と
し
て
の
、
漁
業
経
営
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
及
び
経
営
安

定
対
策
と
し
て
の
積
立
プ
ラ
ス
制
度
の

創
設
拡
充
を
公
約
し
た
が
、
全
て
実
現

で
き
た
。
漁
業
は
常
に
不
安
定
性
と
の

闘
い
だ
か
ら
、
漁
業
者
が
苦
し
い
時
に

助
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
の
拡
充
が
こ

れ
か
ら
も
必
要
な
ん
だ
。

人
付
き
合
い
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

落
合　

初
め
は
周
り
に
反
対
さ
れ
た
り

と
、
苦
労
の
連
続
で
す
ね
。
僕
達
も
、

こ
の
先
苦
労
の
連
続
だ
と
思
い
ま
す
。

苦
労
し
た
こ
と

落
合　

本
日
は
お
時
間
を
と
っ
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
こ
と
で
、

ま
ず
は
仕
事
に
対
す
る
思
い
な
ど
を

伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
初
め

に
、
会
長
が
こ
れ
ま
で
に
苦
労
し
た
こ

と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

会
長　

う
ー
ん
。
会
長
に
な
る
ま
で
も
、

な
っ
て
か
ら
も
苦
労
の
連
続
だ
よ
。
そ

の
中
で
も
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ま
ず
、
漁
協
合
併
か
な
。
当
時
の

二
十
一
漁
協
全
て
が
、
経
営
悪
化
危
機

的
状
況
の
中
で
、
漁
連
・
信
漁
連
が
中

核
と
な
っ
て
大
同
合
併
す
る
こ
と
が
唯

一
の
道
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
出
来
て
い

な
か
っ
た
ら
、
今
の
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
形

は
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

次
に
、
漁
業
日
韓
問
題
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
ね
。
昭
和
53
年
に
韓
国
が

12
海
里
宣
言
、
一
方
的
に
竹
島
を
占
拠
、

周
辺
海
域
か
ら
、
本
県
漁
業
を
締
出
す

と
共
に
本
県
沖
合
で
多
数
の
韓
国
漁
船

が
無
謀
操
業
大
混
乱
と
な
っ
た
。
そ
の

対
策
と
し
て
、
国
は
、
海
洋
法
に
よ
る

2
0
0
海
里
宣
言
を
行
う
よ
う
、
当
時

の
島
根
県
漁
連
が
発
起
し
て
全
国
運
動

を
展
開
し
た
。
日
本
が
2
0
0
海
里
宣

言
を
行
い
、
事
態
が
終
息
す
る
ま
で
に

20
年
も
か
か
っ
た
か
ら
ね
。
長
い
道
の

り
だ
っ
た
な
。
日
本
海
の
漁
業
資
源
を

韓
国
に
一
方
的
に
と
ら
れ
て
い
た
ん
だ
。

若
槻　

え
ー
。
そ
ん
な
こ
と
が
…
。

会
長　

そ
う
な
ん
だ
よ
。
例
え
ば
ね
、

ヌ
タ
ウ
ナ
ギ
だ
。
当
時
、
ヌ
タ
ウ
ナ
ギ

の
皮
は
韓
国
で
財
布
を
作
る
素
材
だ
っ

た
ん
だ
。
だ
か
ら
、
ヌ
タ
ウ
ナ
ギ
は
韓

国
に
乱
獲
さ
れ
て
い
た
よ
。

　

三
つ
目
は
、漁
船
リ
ー
ス
事
業
を
創
っ

た
こ
と
か
な
。
全
漁
連
の
会
長
に
就
任

し
た
時
、
漁
船
建
造
に
当
た
っ
て
国
費

を
投
入
す
る
漁
船
リ
ー
ス
事
業
を
創
ら

な
い
と
日
本
の
漁
業
は
だ
め
に
な
る
と

思
っ
た
ん
だ
。
構
想
は
良
い
が
実
現
は

難
し
い
…
。
全
漁
連
役
職
員
・
水
産
庁
・

で
す
が
、
会
長
の
よ
う
に
、
自
分
の
信

念
を
粘
り
強
く
持
っ
て
困
難
に
立
ち
向

か
い
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

で
は
続
い
て
、

会
長
が
人
付
き
合
い
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長　

ん
ー
そ
う
だ
ね
。
そ
れ
は
、
勇

気
を
も
っ
て
自
分
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん

で
相
手
に
接
す
る
こ
と
！ 

常
に
こ
っ
ち

が
一
歩
前
に
出
る
こ
と
が
大
事
だ
よ
。

向
こ
う
か
ら
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
ら

だ
め
だ
ね
。
自
分
を
飾
っ
た
り
、
雄
弁

に
話
し
た
り
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
、

本
音
で
話
す
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
相

手
も
わ
か
っ
て
く
れ
て
、
そ
れ
に
応
え

て
く
れ
る
は
ず
だ
か
ら
。
こ
れ
は
私
の

人
生
訓
だ
ね
。

坂
田　

す
ご
い
で
す
ね
。
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

に
入
社
し
て
、
様
々
な
人
と
関
係
性
を

作
っ
て
い
く
中
で
、
上
手
く
い
か
な
い

こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
社
会
人
と

な
り
、
初
め
て
人
付
き
合
い
の
難
し
さ

が
分
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。                   

会
長　

だ
ろ
～
。
や
は
り
、
学
生
時
代

と
違
っ
て
、
社
会
人
と
し
て
の
人
付
き
合

い
は
難
し
い
と
思
う
よ
。
社
会
は
人
と

人
と
の
関
係
を
学
ぶ
場
所
だ
か
ら
、
徐
々

に
関
係
性
を
築
い
て
い
け
ば
い
い
よ
。

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
ト
ッ
プ
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

落
合　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
僕

も
、
勇
気
を
も
っ
て
、
自
分
か
ら
行
動

し
た
い
と
思
い
ま
す
！
本
当
に
会
長
の

お
話
は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、

意
識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
で

は
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
ト
ッ
プ
と
し
て
意

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

会
長　

や
っ
ぱ
り
漁
協
組
織
と
し
て
一

番
基
本
な
の
は
「
平
等
性
」
だ
ね
。    

若
槻　

平
等
性
…
。
例
え
ば
男
女
差
別

と
か
で
す
か
？

会
長　

そ
う
だ
ね
、
そ
れ
も
大
切
だ
ね
。

ま
ず
、
組
合
員
に
平
等
に
対
応
す
る
こ

JFしまね会長
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岸　宏
生年月日：2月23日（天皇陛下と同じ誕生日）
血液型：ＡかＢかＯかＡＢ　※諸説あり
好きな食べ物：魚全般
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連繁のうえ JFしまねの将来に大きな
光明。組合員皆様のご指導、ご声援を！



INTERVIEW

なかはら肉豆腐

―
会
長
と
の
対
談
を
終
え
て
―

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
直
前
ま
で
緊
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
始
ま
る
と

「
グ
ッ
」
と
会
長
の
お
話
に
引
き

込
ま
れ
て
い
く
感
覚
に
な
り
、
大

変
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

11 vol.186 明るい漁村

と
。
女
性
が
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
い
ろ

ん
な
こ
と
に
対
し
て
活
躍
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
。
女
性
も
活
躍
で
き
る
社

会
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
わ
れ
わ

れ
の
意
識
と
行
動
の
変
化
が
求
め
ら
れ

て
く
る
な
！
ま
た
、
新
し
い
時
代
に
向

け
て
、
明
確
な
方
向
性
と
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
つ
こ
と
だ
ね
。
こ
れ
は
絶
対
条
件
だ

ね
。
い
ろ
ん
な
状
況
や
意
見
を
把
握
し

な
が
ら
、
最
終
的
な
判
断
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。　
　
　
　
　

石
川　

な
る
ほ
ど
、
確
か
に
、
現
状
を

把
握
し
、
こ
の
先
に
起
こ
る
変
化
に
常

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

で
す
も
ん
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

そ
う
だ
ね
。
ま
た
、
方
向
性
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
て
、
ど
う
い
う
形
を

も
っ
て
実
現
す
る
か
。
…
「
実
践
力
」

が
必
要
だ
ね
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
波
及
す
る
プ
ラ
ス
・

マ
イ
ナ
ス
面
に
配
慮
す
る
。
そ
う
い
う

意
識
を
も
っ
て
、
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
も
大
切
だ
ね
。

新
人
に
対
し
て

期
待
し
て
い
る
こ
と

落
合　

僕
達
新
人
に
対
し
て
期
待
し
た

い
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

会
長　

ま
ず
漁
協
に
入
っ
た
と
い
う
自

覚
を
持
っ
て
働
い
て
ほ
し
い
。
漁
協
組

織
は
、
資
本
の
繋
が
り
で
あ
る
一
般
の

会
社
と
は
少
し
違
っ
て
い
て
、
人
の
繋

が
り
だ
か
ら
そ
の
意
識
を
持
つ
こ
と
。

石
川　

そ
う
で
す
ね
。
組
織
の
一
員
と

し
て
、
漁
業
経
営
の
改
善
や
地
域
の
活

性
化
に
様
々
な
形
で
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

会
長　

ま
た
、し
っ
か
り
と
目
標
を
持
っ

て
ほ
し
い
。
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
に

は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
か
ら
。
一

つ
の
方
法
で
挑
戦
し
て
み
て
、
ダ
メ
だ
っ

た
ら
ま
た
違
う
方
法
で
挑
戦
す
れ
ば
い

い
。

坂
田　

な
る
ほ
ど
。
失
敗
し
て
も
恐
れ

る
な
！
で
す
ね
。

会
長　

そ
の
通
り
。
失
敗
す
る
こ
と
は
、

自
分
の
財
産
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
か

ら
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
組
織
と
し
て
も
、
そ

う
い
う
指
導
体
制
を
作
っ
て
い
く
事
が

大
事
だ
と
思
う
。

落
合　

な
る
ほ
ど
。
何
事
に
も
挑
戦
す

る
姿
勢
が
大
事
で
す
ね
。
僕
も
、
今
後
、

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
す
す
め
し
て
い
る

お
店
に
つ
い
て

落
合　

会
長
の
仕
事
に
対
す
る
思
い
を

聞
い
て
、
僕
達
の
仕
事
へ
の
取
組
み
方

に
対
す
る
視
野
も
広
が
り
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
次
に
、
会
長
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
て
も

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？

会
長　
い
い
よ
。

落
合　

で
は
、
は
じ
め
に
会
長
が
、
お

す
す
め
し
て
い
る
魚
介
の
お
店
は
ど
こ

で
す
か
？

会
長　

ん
ー
。
こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ
た
ん

だ
け
ど
ね
～
。
私
が
思
う
安
く
て
手
頃

で
美
味
し
い
お
店
は
脱
サ
ラ
さ
れ
た
主

人
と
息
子
さ
ん
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
、

石
川　

う
わ
わ
わ
。
難
し
い
で
す
ね
。

会
長　

わ
は
あ
は
あ
（
笑
）
答
え
は
ね
、

肉
は
値
段
が
高
い
肉
を
買
う
と
ハ
ズ
レ

が
な
い
。
魚
は
高
い
も
の
を
買
え
ば
必

ず
美
味
し
い
と
は
言
え
な
い
。
安
く
て

も
美
味
し
い
魚
は
沢
山
あ
る
こ
と
。
魚

は
鮮
度
が
命
だ
！
常
に
魚
の
鮮
度
を
見

極
め
る
力
が
大
切
だ
。
消
費
者
皆
さ
ん

に
は
、
そ
う
い
っ
た
目
を
養
っ
て
ほ
し

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
漁
業
者
、
鮮
魚
店

も
よ
り
一
層
鮮
度
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
、
結
果
と
し
て
魚
食
市
場
は
活
性

化
し
て
い
く
は
ず
だ
。

気
分
転
換

落
合　

次
に
、
気
分
転
換
の
方
法
は
な

ん
で
し
ょ
う
か
？

会
長　

そ
う
だ
ね
。
20
年
前
は
、
ゴ
ル

フ
を
し
て
い
た
が
、
実
は
気
分
転
換
に

は
な
ら
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
（
笑
）。
今

の
、
気
分
転
換
方
法
は
、
交
遊
の
あ
る

人
達
を
招
き
自
宅
で
、
料
理
を
作
り
振

る
舞
う
事
だ
！！

石
川　

お
ー
凄
い
で
す
！ 

で
は
、
一
番

得
意
料
理
は
何
で
し
ょ
う
か
？

会
長　

そ
う
だ
ね
。
得
意
料
理
は
、
や

は
り
、
魚
料
理
だ
よ
！
元
旦
に
は
、
多

数
の
年
始
客
が
あ
る
が
皆
さ
ん
に
自
作

の
お
せ
ち
料
理
を
振
る
舞
う
の
が
楽
し

い
ね
！！
人
数
も
多
い
か
ら
、
芸
達
者
な

人
も
多
く
、
賑
や
か
で
良
い
ね
。

若
槻　

会
長
は
魚
以
外
で
も
料
理
を
振

舞
う
ん
で
す
か
？

会
長　

肉
料
理
も
ま
あ
…
ま
あ
だ
ね
。

今
は
、
新
し
い
料
理
の
分
野
を
開
拓
中

な
ん
だ
。
孫
と
、
一
緒
に
行
っ
た
パ
ス

タ
が
最
近
美
味
し
い
と
思
っ
て
ね
、
パ

ス
タ
の
料
理
も
作
っ
て
み
た
い
な
～
と
。

今
後
J
F
し
ま
ね
が

目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン

落
合　

名
残
惜
し
い
で
す
が
最
後
の
質

問
で
す
。
今
後
の
J
F
し
ま
ね
が
目
指

す
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

暖
か
い
人
情
と
雰
囲
気
の
あ
る
松
江
市

内
の
「
な
か
は
ら
」
と
言
う
小
料
理
屋

か
な
～
。
松
江
で
一
番
美
味
し
い
！
周

り
の
評
価
も
高
い
よ
。
誰
で
も
気
軽
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
に
、
客

層
も
様
々
で
幅
広
い
ん
だ
。

坂
田　

誰
で
も
、
行
き
や
す
い
お
店
で

す
か
。
い
い
で
す
ね
。

会
長　

そ
う
だ
ね
。
メ
ニ
ュ
ー
は
幅
広

く
て
ね
、  

魚
料
理
、肉
料
理
、野
菜
料
理
、

お
で
ん
な
ど
何
で
も
あ
る
。

若
槻　

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
で
は
「
な

か
は
ら
」
で
、
会
長
の
一
番
お
す
す
め

は
何
で
す
か
？

会
長　

お
す
す
め
料
理
は
「
肉
豆
腐
」

だ
ね
。

石
川　

肉
豆
腐
！？
肉
豆
腐
美
味
し
そ
う

で
す
。
な
か
は
ら
に
行
っ
た
際
に
は
ぜ

ひ
食
べ
た
い
で
す
ね
。

会
長　

お
ー
是
非
食
べ
て
み
ん
さ
い

（
笑
）

　

同
級
生
や
気
楽
な
仲
間
、
お
客
さ
ん

等
と
ご
飯
に
行
く
時
は
、
や
は
り
、「
な

か
は
ら
」
に
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

誰
を
案
内
し
て
も
高
評
価
だ
か
ら
ね
。

落
合　

会
長
が
お
す
す
め
し
て
い
る
お

店
に
ぜ
ひ
大
切
な
人
と
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

好
き
な
魚

落
合　

好
き
な
魚
の
種
類
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
？

会
長　

イ
ワ
シ
、
カ
ワ
ハ
ギ
、
ア
ジ
な

ど
の
お
手
軽
な
魚
が
好
き
。
あ
と
、
イ

カ
の
採
れ
た
て
も
好
き
だ
な
～
。
フ
グ

も
良
い
ね
～
。
あ
！
魚
と
肉
を
買
う
時

の
目
線
の
違
い
に
つ
い
て
知
っ
て
る
？

こ
の
質
問
は
ね
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
す

る
が
、
私
が
想
定
す
る
答
え
が
1
回
も

返
っ
て
こ
な
い
ん
だ
よ
な
～
。

坂
田　

え
ー
難
し
い
で
す
ね
（
泣
）
ち

な
み
に
ヒ
ン
ト
あ
り
ま
す
か
？

会
長　

ヒ
ン
ト
は
ね
消
費
者
目
線
で
考

え
る
こ
と
！
見
分
け
方
や
買
う
と
き
の

選
択
肢
だ
な
。

か
？

会
長　

や
は
り
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
環

境
や
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
く
る
ん

だ
よ
ね
。
そ
ん
な
中
で
持
続
的
に
漁
業

者
の
負
託
に
応
え
得
る
総
合
力
の
あ
る

組
織
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

ず
、
将
来
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ

か
り
持
つ
こ
と
！

　

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
「
実
践
力
・

組
織
力
・
人
間
力
を
持
っ
た
J
F
し
ま

ね
」
を
組
合
員
、
役
職
員
の
力
を
結
集

し
て
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

石
川　

な
る
ほ
ど
。
で
は
な
ぜ
、
人
間

力
を
持
っ
た
組
織
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
か
？

会
長　

ほ
ー
。
そ
れ
は
ね
、
人
間
が
組

織
を
作
る
以
上
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
れ
こ

れ
す
る
わ
け
で
は
無
い
か
ら
ね
（
笑
）

一
同　

確
か
に
！
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

ね
！

会
長　

そ
れ
と
も
う
一
つ
は
戦
略
！ 

J
F
し
ま
ね
と
い
う
組
織
と
し
て
の
将

来
に
向
か
っ
た
、
経
営
戦
略
を
明
確
に

持
つ
事
が
大
事
な
ん
だ
。
目
標
を
持
た

な
け
れ
ば
始
ま
る
も
の
な
ん
て
無
い
か

ら
ね
。

石
川　

何
事
も
一
番
最
初
が
肝
心
と
い

う
こ
と
で
す
ね
〜

会
長　

将
来
に
渡
り
持
続
で
き
る
よ
う

な
組
織
を
君
達
が
先
頭
に
立
っ
て
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
！

坂
田　

お
任
せ
く
だ
さ
い
！



モグモグッ

美味しい～！！美味しい～！！

ご
は
ん
が
す
す
む

惣
菜
が
た
ー
く
さ
ん
。

野
菜
も
あ
る
の
で

健
康
的
で
す
ね
！

生
卵
で
卵
か
け
ご
飯
も
◎

ご
は
ん
が
す
す
む

惣
菜
が
た
ー
く
さ
ん
。

野
菜
も
あ
る
の
で

健
康
的
で
す
ね
！

生
卵
で
卵
か
け
ご
飯
も
◎

―

お
店
の
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
？

　浜
っ
子
定
食
は
一
番
注
文
が
多
い
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。あ
と
は
、バ
ト
ウ
フ

ラ
イ
定
食
、刺
身
ヒ
レ
カ
ツ
定
食
な
ど
も
人
気

で
す
よ
。週
末
は
県
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
多

く
来
ら
れ
る
関
係
で
、海
鮮
丼
が
よ
く
出
ま
す

ね
。　平

日
は
地
元
の
お
客
さ
ん
が
多
い
の
で
、魚

の
定
食
以
外
に
も
、ま
る
姫
ポ
ー
ク
を
使
用
し

た
ロ
ー
ス
カ
ツ
定
食
が
よ
く
出
ま
す
。

―

お
店
の
こ
だ
わ
り・思
い
は
？

　最
初
お
店
を
始
め
た
の
は
、「
み
ん
な
に
手

軽
に
海
鮮
丼
を
食
べ
て
ほ
し
い
！
」「
地
元
の

方
に
も
お
手
軽
な
値
段
で
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

　元
々
、海
鮮
丼
は
ど
う
し
て
も
高
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、地
元
の
方
が
気
軽
に
出

か
け
て
い
っ
て
海
鮮
丼
を
食
べ
ら
れ
る
お
店

が
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、メ

ニ
ュ
ー
も
、地
元
の
方
が
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

―

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
は
毎
日
や
っ
て
る
ん
で

す
か
？

　平
日
は
お
得
な
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
を
や
っ

て
い
ま
す
。仕
事
の
休
憩
時
間
な
ど
に
毎
日
来

て
下
さ
る
お
客
さ
ん
も
い
る
の
で
、い
つ
も
新

鮮
な
気
持
ち
で
食
べ
て
も
ら
い
た
い
た
め
、ハ

ン
バ
ー
グ
や
カ
ツ
カ
レ
ー
な
ど
、様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
平
日
ラ
ン
チ
と
し
て
提
供
し
て
い

ま
す
。

　土
日
に
は
、平
日
に
は
な
い
土
日
限
定
の
お

す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
！！

―

ど
ん
な
お
魚
が
味
わ
え
ま
す
か
？

　季
節
に
よ
り
ま
す
が
、マ
グ
ロ
、カ
ニ
、隠
岐

松
葉
ガ
ニ
、底
曳
き
の
魚…

な
ど
様
々
な
魚
を

扱
っ
て
い
ま
す
。ア
ン
コ
ウ
や
タ
ラ
を
唐
揚
げ

や
天
ぷ
ら
に
し
て
提
供
す
る
な
ど
、普
段
お
家

で
は
し
な
い
調
理
方
法
で
提
供
し
た
り
も
し

て
い
ま
す
。

　来
ら
れ
た
方
が
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
、

家
庭
で
も
お
魚
を
食
べ
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
い
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
！

―
人
気
メ
ニ
ュ
ー
、お
す
す

め
メ
ニ
ュ
ー
は
何
で
す
か
？

　人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、や
は

り「
海
鮮
丼
」「
し
ん
わ
定
食
」

で
す
〜
！ 

常
連
客
に
人
気
の

メ
ニ
ュ
ー
は「
ア
ジ
フ
ラ
イ
」

「
鯛
の
あ
ら
炊
き
」で
す
か

ね
。1
日
に
出
せ
る
数
が
少

な
い
の
で
、電
話
で
確
認
し

て
か
ら
来
る
お
客
さ
ん
も
い

る
ほ
ど
で
す
！？

―

食
堂
で
扱
っ
て
い
る
食
材
に
つ
い
て
、ど
ん
な
特
徴
が
あ
り

ま
す
か
？

　浜
田
の
魚
は
、ア
ジ
、イ
カ
、バ
ト
ウ
な
ど
、美
味
し
い
魚
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

　あ
と
、ま
る
姫
ポ
ー
ク
は
甘
み
が
強
く
て
、叩
か
な
く
て
も
柔

ら
か
く
、肉
厚
の
あ
る
と
ん
か
つ
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

―

客
層
は
ど
ん
な
方
が
多
い
で
す
か
？

　本
当
に
幅
広
い
で
す
ね
〜
。年
配
の
方
も
来
ら
れ
ま
す
し
、男

女
と
も
に
偏
り
な
く
来
ら
れ
ま
す
。学
生
さ
ん
も
来
ら
れ
ま
す
。

ご
飯
や
惣
菜
バ
イ
キ
ン
グ
の
お
か
わ
り
が
自
由
な
た
め
、お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
も
ら
え
る
の
で
食
べ
盛
り
の
学
生
さ
ん
に
満

足
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
！

―

惣
菜
バ
イ
キ
ン
グ
は
昔
か
ら
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　は
い
、昔
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
形
態
に
変

化
は
あ
り
ま
す
が
、形
を
変
え
な
が
ら
、長
く
続
け
て
い
ま
す
。

惣
菜
バ
イ
キ
ン
グ
は
人
気
で
す
し
、な
く
な
っ
た
ら
終
了
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、休
日
は
皆
さ
ん
早
く
か
ら
来
ら
れ
て
、開
店

前
か
ら
ダ
ー
ッ
！
と
行
列
が
で
き
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

―

最
後
に
お
店
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　「
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
、お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
で
営
業
し
て
い
ま
す
！

浜
田
に
観
光
、お
仕
事
な
ど
で
来
ら
れ
る
際
は
、是
非
食
べ
に
来

て
く
だ
さ
い
！

―
働
い
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　以
前
、「
ぶ
り
の
刺
身
を
美
味
し
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、こ
こ
で
食
べ
て
初
め
て
美
味
し
い
と
思
っ
た
」と
言
っ
て
も
ら
え

た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
!!

ま
た
、常
連
さ
ん
が
多
い
の
で
、人
の
人
生
に
少
し
で
も
寄
り
添
え
て

い
る
、と
感
じ
る
瞬
間
が
あ
っ
て
、食
べ
て
喜
ん
で
も
ら
う
の
と
は
ま

た
違
っ
た
喜
び
も
感
じ
ま
す
ね
〜
。

―
実
際
に
来
ら
れ
る
お
客
さ
ん
は
地
元
の
方
が
多
い
で
す
か
？

　連
休
な
ど
は
観
光
客
の
方
が
多
い
で
す
か
、普
段
の
平
日
の
お
昼

は
常
連
さ
ん
の
方
が
多
い
で
す
ね
〜
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、老
若
男
女
問
わ
ず
来
て

く
だ
さ
い
ま
す
。た
ま
に
、小
さ
い
お
子
さ
ん
が
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
き
て
い
て
、そ
の
子
が
大
き
く
な
っ
て

も
来
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
、成
長
を
見
ら
れ
て
嬉
し
い
で
す
！

浜っ子定食 バトウフライ定食

海鮮丼 炙りマヨサーモン丼

しんわ定食

まぐろ定食

MENU
注文数
NO.1

大人気！

海鮮丼 ぶりの漬け丼

鮪をよく仕入れるようです。

笑顔溢れるお食事処し
んわ！！

最高でしたああ～
笑顔溢れるお食事処し

んわ！！

最高でしたああ～

美
味
し
す
ぎ
て

坂
田
君
も
こ
の
笑
顔

石州 まる姫食堂
（島根県浜田市原井町2795-1）

平日でも行列ができるくらいの大人気

JFしまねのお魚をおさかな市場や様 な々魚屋さんで
仲買人さんを通して購入されています。
どんなメニューになっているのでしょうか？

☎0855-22-8101
営業時間　11：00-14：30
定休日　火曜日・水曜日
駐車場：有　お座敷：有

お食事処しんわ
（鳥取県境港市上道町2299）

実は、JFしまねの仲買さん！

☎0859-21-1699
営業時間　10：00-14：00　
定休日　木曜日・第二日曜日・最終水曜
駐車場：有　お座敷：有

開業時、島根の魚をお店で使いたいという思いとJF
しまねの魚は種類も多く、比較的に鮮度がいい魚が
多いことから、JFしまねのお魚を選んでるそうです。

お刺身だけでなく天ぷらなども味わえちゃいます！
刺し身のネタは豊富でどれも分厚く食べ応え満点！！
選りすぐりの魚ですので新鮮でほっぺたが落ちちゃ
うほどの美味しさです！

色鮮やかで食べるのがもったいないくら
いですね～。しっかりとした噛み応えで
新鮮なのが分かりました。やはり、旬のま
ぐろの定食は最高でした！まぐろのお刺
身が美味しすぎて、ご飯何杯でも食べら
れそうですね～ （PN：坂田）

いろんな種類のおいしい魚を食べること
が出来て大満足！見た目も華やかで、素
敵でした。味噌汁も、魚のあらが煮込ん
であって絶品です！（PN：W・Aさん）

肉厚なお刺身が
沢山のっていて、大満足！
エビもプリプリで最高です！！

P・N 若ちゃん

１切の厚みが
しっかりとありボリューム
が素晴らしすぎる..。（感）

脂乗りがちょうどよくて、トロリと
とろける舌ざわりでした！！

P・N　石ちゃん

MENU

おかわり自由！
お腹いっぱい
食べてくださいね!!

座席もありますので、
小さいお子さんにも安心
快適にリラックス
できますね～♬

座席もありますので、
小さいお子さんにも安心
快適にリラックス
できますね～♬

山
陰

グ
ル
メ

境
港
・
浜
田

in

石州 まる姫食堂
BB委員会委員長（理事）

福永 絵理子さん
有限会社 真和水産
堀江 龍也社長

12vol.186明るい漁村
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美味しい～！！美味しい～！！

ご
は
ん
が
す
す
む

惣
菜
が
た
ー
く
さ
ん
。

野
菜
も
あ
る
の
で

健
康
的
で
す
ね
！

生
卵
で
卵
か
け
ご
飯
も
◎

ご
は
ん
が
す
す
む

惣
菜
が
た
ー
く
さ
ん
。

野
菜
も
あ
る
の
で

健
康
的
で
す
ね
！

生
卵
で
卵
か
け
ご
飯
も
◎

―

お
店
の
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
？

　浜
っ
子
定
食
は
一
番
注
文
が
多
い
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。あ
と
は
、バ
ト
ウ
フ

ラ
イ
定
食
、刺
身
ヒ
レ
カ
ツ
定
食
な
ど
も
人
気

で
す
よ
。週
末
は
県
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
多

く
来
ら
れ
る
関
係
で
、海
鮮
丼
が
よ
く
出
ま
す

ね
。　平

日
は
地
元
の
お
客
さ
ん
が
多
い
の
で
、魚

の
定
食
以
外
に
も
、ま
る
姫
ポ
ー
ク
を
使
用
し

た
ロ
ー
ス
カ
ツ
定
食
が
よ
く
出
ま
す
。

―

お
店
の
こ
だ
わ
り・思
い
は
？

　最
初
お
店
を
始
め
た
の
は
、「
み
ん
な
に
手

軽
に
海
鮮
丼
を
食
べ
て
ほ
し
い
！
」「
地
元
の

方
に
も
お
手
軽
な
値
段
で
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

　元
々
、海
鮮
丼
は
ど
う
し
て
も
高
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、地
元
の
方
が
気
軽
に
出

か
け
て
い
っ
て
海
鮮
丼
を
食
べ
ら
れ
る
お
店

が
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、メ

ニ
ュ
ー
も
、地
元
の
方
が
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

―

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
は
毎
日
や
っ
て
る
ん
で

す
か
？

　平
日
は
お
得
な
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
を
や
っ

て
い
ま
す
。仕
事
の
休
憩
時
間
な
ど
に
毎
日
来

て
下
さ
る
お
客
さ
ん
も
い
る
の
で
、い
つ
も
新

鮮
な
気
持
ち
で
食
べ
て
も
ら
い
た
い
た
め
、ハ

ン
バ
ー
グ
や
カ
ツ
カ
レ
ー
な
ど
、様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
平
日
ラ
ン
チ
と
し
て
提
供
し
て
い

ま
す
。

　土
日
に
は
、平
日
に
は
な
い
土
日
限
定
の
お

す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
！！

―

ど
ん
な
お
魚
が
味
わ
え
ま
す
か
？

　季
節
に
よ
り
ま
す
が
、マ
グ
ロ
、カ
ニ
、隠
岐

松
葉
ガ
ニ
、底
曳
き
の
魚…

な
ど
様
々
な
魚
を

扱
っ
て
い
ま
す
。ア
ン
コ
ウ
や
タ
ラ
を
唐
揚
げ

や
天
ぷ
ら
に
し
て
提
供
す
る
な
ど
、普
段
お
家

で
は
し
な
い
調
理
方
法
で
提
供
し
た
り
も
し

て
い
ま
す
。

　来
ら
れ
た
方
が
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
、

家
庭
で
も
お
魚
を
食
べ
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
い
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
！

―
人
気
メ
ニ
ュ
ー
、お
す
す

め
メ
ニ
ュ
ー
は
何
で
す
か
？

　人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、や
は

り「
海
鮮
丼
」「
し
ん
わ
定
食
」

で
す
〜
！ 

常
連
客
に
人
気
の

メ
ニ
ュ
ー
は「
ア
ジ
フ
ラ
イ
」

「
鯛
の
あ
ら
炊
き
」で
す
か

ね
。1
日
に
出
せ
る
数
が
少

な
い
の
で
、電
話
で
確
認
し

て
か
ら
来
る
お
客
さ
ん
も
い

る
ほ
ど
で
す
！？

―

食
堂
で
扱
っ
て
い
る
食
材
に
つ
い
て
、ど
ん
な
特
徴
が
あ
り

ま
す
か
？

　浜
田
の
魚
は
、ア
ジ
、イ
カ
、バ
ト
ウ
な
ど
、美
味
し
い
魚
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

　あ
と
、ま
る
姫
ポ
ー
ク
は
甘
み
が
強
く
て
、叩
か
な
く
て
も
柔

ら
か
く
、肉
厚
の
あ
る
と
ん
か
つ
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

―

客
層
は
ど
ん
な
方
が
多
い
で
す
か
？

　本
当
に
幅
広
い
で
す
ね
〜
。年
配
の
方
も
来
ら
れ
ま
す
し
、男

女
と
も
に
偏
り
な
く
来
ら
れ
ま
す
。学
生
さ
ん
も
来
ら
れ
ま
す
。

ご
飯
や
惣
菜
バ
イ
キ
ン
グ
の
お
か
わ
り
が
自
由
な
た
め
、お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
も
ら
え
る
の
で
食
べ
盛
り
の
学
生
さ
ん
に
満

足
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
！

―

惣
菜
バ
イ
キ
ン
グ
は
昔
か
ら
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　は
い
、昔
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
形
態
に
変

化
は
あ
り
ま
す
が
、形
を
変
え
な
が
ら
、長
く
続
け
て
い
ま
す
。

惣
菜
バ
イ
キ
ン
グ
は
人
気
で
す
し
、な
く
な
っ
た
ら
終
了
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、休
日
は
皆
さ
ん
早
く
か
ら
来
ら
れ
て
、開
店

前
か
ら
ダ
ー
ッ
！
と
行
列
が
で
き
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

―

最
後
に
お
店
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　「
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
、お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
で
営
業
し
て
い
ま
す
！

浜
田
に
観
光
、お
仕
事
な
ど
で
来
ら
れ
る
際
は
、是
非
食
べ
に
来

て
く
だ
さ
い
！

―
働
い
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　以
前
、「
ぶ
り
の
刺
身
を
美
味
し
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、こ
こ
で
食
べ
て
初
め
て
美
味
し
い
と
思
っ
た
」と
言
っ
て
も
ら
え

た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
!!

ま
た
、常
連
さ
ん
が
多
い
の
で
、人
の
人
生
に
少
し
で
も
寄
り
添
え
て

い
る
、と
感
じ
る
瞬
間
が
あ
っ
て
、食
べ
て
喜
ん
で
も
ら
う
の
と
は
ま

た
違
っ
た
喜
び
も
感
じ
ま
す
ね
〜
。

―
実
際
に
来
ら
れ
る
お
客
さ
ん
は
地
元
の
方
が
多
い
で
す
か
？

　連
休
な
ど
は
観
光
客
の
方
が
多
い
で
す
か
、普
段
の
平
日
の
お
昼

は
常
連
さ
ん
の
方
が
多
い
で
す
ね
〜
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、老
若
男
女
問
わ
ず
来
て

く
だ
さ
い
ま
す
。た
ま
に
、小
さ
い
お
子
さ
ん
が
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
き
て
い
て
、そ
の
子
が
大
き
く
な
っ
て

も
来
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
、成
長
を
見
ら
れ
て
嬉
し
い
で
す
！

浜っ子定食 バトウフライ定食

海鮮丼 炙りマヨサーモン丼

しんわ定食

まぐろ定食

MENU
注文数
NO.1

大人気！

海鮮丼 ぶりの漬け丼

鮪をよく仕入れるようです。

笑顔溢れるお食事処し
んわ！！

最高でしたああ～
笑顔溢れるお食事処し

んわ！！

最高でしたああ～

美
味
し
す
ぎ
て

坂
田
君
も
こ
の
笑
顔

石州 まる姫食堂
（島根県浜田市原井町2795-1）

平日でも行列ができるくらいの大人気

JFしまねのお魚をおさかな市場や様 な々魚屋さんで
仲買人さんを通して購入されています。
どんなメニューになっているのでしょうか？

☎0855-22-8101
営業時間　11：00-14：30
定休日　火曜日・水曜日
駐車場：有　お座敷：有

お食事処しんわ
（鳥取県境港市上道町2299）

実は、JFしまねの仲買さん！

☎0859-21-1699
営業時間　10：00-14：00　
定休日　木曜日・第二日曜日・最終水曜
駐車場：有　お座敷：有

開業時、島根の魚をお店で使いたいという思いとJF
しまねの魚は種類も多く、比較的に鮮度がいい魚が
多いことから、JFしまねのお魚を選んでるそうです。

お刺身だけでなく天ぷらなども味わえちゃいます！
刺し身のネタは豊富でどれも分厚く食べ応え満点！！
選りすぐりの魚ですので新鮮でほっぺたが落ちちゃ
うほどの美味しさです！

色鮮やかで食べるのがもったいないくら
いですね～。しっかりとした噛み応えで
新鮮なのが分かりました。やはり、旬のま
ぐろの定食は最高でした！まぐろのお刺
身が美味しすぎて、ご飯何杯でも食べら
れそうですね～ （PN：坂田）

いろんな種類のおいしい魚を食べること
が出来て大満足！見た目も華やかで、素
敵でした。味噌汁も、魚のあらが煮込ん
であって絶品です！（PN：W・Aさん）

肉厚なお刺身が
沢山のっていて、大満足！
エビもプリプリで最高です！！

P・N 若ちゃん

１切の厚みが
しっかりとありボリューム
が素晴らしすぎる..。（感）

脂乗りがちょうどよくて、トロリと
とろける舌ざわりでした！！

P・N　石ちゃん

MENU

おかわり自由！
お腹いっぱい
食べてくださいね!!

座席もありますので、
小さいお子さんにも安心
快適にリラックス
できますね～♬

座席もありますので、
小さいお子さんにも安心
快適にリラックス
できますね～♬

山
陰

グ
ル
メ

境
港
・
浜
田

in

石州 まる姫食堂
BB委員会委員長（理事）

福永 絵理子さん
有限会社 真和水産
堀江 龍也社長
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 聞いて
ほしい

!! 
今､私のハマっていること!!
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みなさんそれぞれと素敵なハマっていることがありました!
趣味のお話をすると、身近なひとの意外な一面が発見することができたり、
仲良くなるきっかけ作りになると思います～♬
皆さんも家族・友人・仕事仲間と趣味の話で盛り上がってみてはいかがでしょうか!?

日
頃
ア
ニ
メ
を
観
る
機
会
が
あ
り
ま
す
か
？

数
年
前
か
ら
ア
ニ
メ
鑑
賞
に
ハ
マ
っ
て
い

ま
す
っ
て
、オ
タ
ク
趣
味
だ
と
思
わ
れ
、変
な
目

で
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

昭
和
の
高
度
経
済
成
長
期
に
生
ま
れ
育
っ
た

世
代
で
す
が
、当
時
は「
巨
人
の
星
」や「
ア
タ
ッ

ク
No
１
」と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
根
性
ア
ニ
メ
が
流

行
り
、多
く
の
男
女
が
夢
中
に
な
っ
て
い
た
も
の

で
す
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、ア
ニ
メ
は
子
供

が
観
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
ず
っ
と
持
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
ハ
マ
っ
て
く
と
、

ア
ニ
メ
は
堅
苦
し
い
雰
囲
気
が
な
く
て
、現
実
の

世
界
か
ら
も
解
放
さ
れ
、非
日
常
的
な
体
験
が
で

き
る
の
で
、日
々
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
癒
し
て

く
れ
ま
す
。

ま
た
、ア
ニ
メ
に
は
奥
深
い
世
界
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
観
る
だ
け
で
は
な
く
、作
品
に
は

多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
探
求
す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
ア

ニ
メ
は
自
分
の
世
界
観
を
広
げ
る
良
い
機
会
で
す
。

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、誰
も
が
魅
力
を
感
じ
る

作
品
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
の
で
、一
度
、ア
ニ

メ
の
世
界
に
浸
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、私
は
読
書
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
特
に
心
を
引
き
つ
け
ら
れ
た
の
が
、夏
目
漱
石

の「
こ
ゝ
ろ
」で
す
。

こ
の
作
品
は
、多
く
の
人
に
と
っ
て
教
科
書
で
馴
染
み
深

い
作
品
で
す
が
、そ
の
魅
力
は
単
な
る
学
生
時
代
の
思
い
出

に
留
ま
り
ま
せ
ん
。

「
こ
ゝ
ろ
」は
、明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
へ
の
移
行
期
と

い
う
日
本
の
歴
史
的
な
転
換
点
を
舞
台
に
、当
時
の
世
俗
や

有
様
が
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、日
本
社

会
は
急
速
な
近
代
化
と
西
洋
化
を
経
験
し
、多
く
の
人
々
が

伝
統
的
な
価
値
観
と
新
し
い
価
値
観
の
狭
間
で
葛
藤
し
て
い

ま
し
た
。

漱
石
は
、こ
の
社
会
的
な
変
動
を
作
品
の
中
に
巧
み
に
織

り
込
ん
で
お
り
、登
場
人
物
の
一
挙
手
一
投
足
が
大
変
み
ど

こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
こ
ゝ
ろ
」は
、「
私
」と「
先
生
」

と
い
う
二
人
の
人
物
の
視
点
か
ら
物
語
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

最
初
は
単
な
る
師
弟
関
係
に
見
え
ま
す
が
、物
語
が
進
む
に

つ
れ
て
、二
人
の
間
に
隠
さ
れ
た
深
い
感
情
や
葛
藤
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。「
先
生
」が
抱
え
る
孤
独
や
罪
悪
感

は
、急
速
に
変
わ
り
ゆ
く
社
会
の
中
で
自
ら
の
在
り
方
に
迷

う
現
代
の
私
た
ち
に
も
共
感
で
き
る
、時
代
を
超
え
た
普
遍

的
な
テ
ー
マ
と
言
え
ま
す
。
夏
目
漱
石
の「
こ
ゝ
ろ
」は
、一

度
読
ん
だ
だ
け
で
は
そ
の
全
て
を
理
解
し
尽
く
す
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
深
い
作
品
で
す
。
何
度
も
読
み
返
す
こ
と
で
、物

語
の
新
た
な
側
面
や
自
分
自
身
の
心
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
、「
こ
ゝ

ろ
」を
手
に
取
り
、

そ
の
奥
深
い
世
界

に
浸
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

「
M
ｉ
ｎ
ｄ  

ｙ
ｏ
ｕ
ｒ  

ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ
」

突
然
の
英
語
で
す
が
、直
訳
す
る
と「
言

葉
に
気
を
つ
け
ろ
」と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

1
9
7
7
年
か
ら
1
9
7
9
年
に
か
け
て
イ
ギ

リ
ス
で
放
映
さ
れ
た
同
名
の
ド
ラ
マ
は
ロ
ン
ド

ン
に
あ
る
外
国
人
向
け
の
英
会
話
学
校
が
舞
台
。

典
型
的
イ
ギ
リ
ス
紳
士
の
担
任
の
下
で
英
会
話

を
学
ぶ
の
は
、イ
ン
ド
・
中
国
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
日

本
な
ど
ア
ジ
ア
人
と
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
ド
イ

ツ
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
等
々
。
授
業
で
は
担
任
と

生
徒
が
お
互
い
の
英
語
の
意
味
を
取
り
違
え
た
り
、

生
徒
間
の
宗
教
の
違
い
で
喧
嘩
が
起
こ
っ
た
り
と

ト
ラ
ブ
ル
続
き
。
生
徒
の
英
語
は
聞
き
取
り
や
す

く
、そ
の
間
違
っ
た
英
語
が
面
白
か
っ
た
り
、担
任

の
ひ
ね
り
の
効
い
た
ジ
ョ
ー
ク
や
校
内
に
あ
る
カ
フ
ェ

の
お
ば
さ
ん
の
四
角
四
面
の
対
応
が
実
に
イ
ギ
リ
ス

ら
し
さ
を
表
現
し
て
い
て
、と
て
も
楽
し
い
ド
ラ
マ

で
す
。

現
在
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
英
語
字
幕
付
き
の
動

画
が
配
信
さ
れ
て
お
り
、一
時
停
止
し
て
英
語
の

意
味
を
調
べ
な
が
ら
鑑
賞
す
る
の
が
私
の
日
課
と

な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
が
増
加
す
る
中
、皆
さ
ん
の
浜
で

も
英
語
で
話
し
か
け
ら
れ
る
時
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
動
画
で
英
会
話
を
勉
強
し
、地
元
の

浜
を
案
内
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

みなさんも是非　

僕のハマっていること

参考にしてみてね～♡

私達新入職員は、約4ヶ月間の研修で、浜田支所、境港支所・松江市場の皆様に大変お世話になりました。
研修を通して、皆様の人柄の良さをもっと多くの方々に伝えたいという思いから、エンタメ性の高いコンテンツもお持ちになっている、

浜田支所　高木支所長・境港支所　山根課長・松江市場　植木俊太さんの3名の方々の協力のもと
「聞いてほしい!!今、私のハマっていること!!」について寄稿してもらいました！ では、紹介していきましょう!!

境港支所

山根 課長

松江市場

植木 俊太

浜田支所

高木 支所長



新
入
職
員

新
入
職
員紹介

紹
介

　
本
年
度
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
に
入
社
し
た
7
名
の

ピ
カ
ピ
カ
の
新
入
職
員
！

　
研
修
期
間
も
無
事
に
終
わ
り
を
向
か
え
、

こ
れ
か
ら
、Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
職
員
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
新
入
職
員
7
名
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
温
か
い
目
で
ど
う
ぞ
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
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①お茶を点てる事
②ホタテ
③4月より新卒で採用して頂きました。私

は社会経験があまりなく知識も乏しい
ですが、日々の業務を通して仲買人の
皆様・職員や同期の皆様・地域の皆様と
良い関係を築き上げていきたいと思い
ます。また礼儀やコミュニケーションを
大切にし、積極的に業務を行い一日で
も早く職員として会社に貢献できるよ
う精一杯頑張りたいと思います。皆様、
ご指導のほどよろしくお願いします。

①ゲーム
②サーモン
③4月より新卒で採用して頂きました。社

会経験がなく分からないことも多いで
すが、上司や先輩の方々に教えてもらい
ながら仕事を覚え、慣れていきたいと
思います。

　また、仕事だけではなくコミュニケーショ
ンも大切にしてＪＦしまねの職員として
貢献していきたいと思いますのでご指
導よろしくお願いいたします。

①YouTube鑑賞
②いわし
③4月より中途で採用していただきました。

漁業に関する知識はありませんが、JF
しまねの職員として、1日でも早く戦力
になれるように頑張りたいと思います。

　仕事を覚えることはもちろんですが、ま
ずは職員の皆さま、生産者の方々、仲買
業者の方 と々のコミュニケーションを大
切にして業務に取組んでいきたいと思
いますので、ご指導ご鞭撻の程をよろし
くお願い致します。 

①音楽鑑賞
②えんがわ
③今年度より入組させて頂きました。右

も左も分からない新参者で、ブリとヒラ
マサをしょっちゅう間違えるほどに漁
業に関する知識は乏しいですが、利害
関係の方々に信用されるような人材に
なるべく無理がたたらない程度に頑張っ
ていきたいと思います。現在は境港支
所に勤めており、日々頑張っております。
皆様には、様々な形で助力してくださり
心の支えとなっているため感謝してお
ります。では、『感謝の正拳突き！！』を
おみせします。えや！！

①散歩
②タコ
③この春から中途で採用していただきました。私

の目標は、日々前向きに生きることです。分か
らないことばかりで、上手くいかないことばか
りだと思いますが、経験を積んで、学んでいき
たいと思っています。

　また、様々な方と関わらせて頂く中で、いろ
んなことを考え、自分の考えを深めていけ
たらいいなと思います。

　たくさん失敗をしますが、前向きに取組んで
いきたいと思っていますので、ご指導よろし
くお願い致します。

①愛犬のお世話
②炙りトロサーモン
③この度、JFしまねの職員として社会人生活

のスタートを切ることになりました。
　ご縁をいただき晴れてこの会社の一員と成

れたことを大変光栄に思っております。
　社会人としての経験はまだまだ未熟なため、

皆様方に、ご迷惑をおかけすると思います
が一日も早く業務内容を覚え、会社に貢献
できるように日々精進致します。社会人の
自覚を持って一生懸命仕事に向き合います
ので、今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろし
くお願い申し上げます。

①筋トレ
②カツオ
③どうも落合です。親族に落合博満は残念な

がらおりません。入社の意気込みを「おちあ
い」で表していきたいと思います。

　「おちあい」の
　「お」大人として仕事のみならず、私生活で

も模範となるような立ち振る舞いをしてい
きたい。

　「ち」調子に乗ることなく、驕ることなく謙虚
で居続けていく。

　「あ」愛し愛される人間になりたい。
　「い」色んな事に挑戦し、失敗を怖がること

無く、経験を積んでいきたい。

青山 愛奈
（島根県松江市）

上村 知暉
（鳥取県米子市）

桑垣 賢太
（島根県松江市）

坂田 寛明
（島根県東出雲町）

若槻 歩夢
（島根県松江市）

石川 愛梨
（鳥取県鳥取市）

落合 宏大
（島根県出雲市）

―質問―
①趣味　②好きな寿司のネタ　③意気込み



変更前（令和 6 年 9 月 14 日まで） 変更後（令和 6 年 9 月 15 日以降）
信用店舗名 店番 信用店舗名 店番

本所 001 本所 001
恵曇支所 090 本所 （恵曇店） 001
恵曇支所 （美保関支所） 090 本所 （美保関店） 001
恵曇支所 （島根町支所） 090 本所 （島根町店） 001
大社支所 150 本所 （大社店） 001
大社支所 （平田支所） 150 本所 （平田店） 001
大田支所 210 本所 （大田店） 001
浜田支所 270 本所 （浜田店） 001
浜田支所 （益田支所） 270 本所 （益田店） 001
西郷支所 320 本所 （西郷店） 001
浦郷支所 400 本所 （浦郷店） 001

編
集

後
記
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詳しくはＪＦマリンバンクしまねの窓口へご照会ください。

P・N　愛犬家 愛梨

P・N　今年の冬もやっぱり寂しい 宏大

P・N　姿勢矯正  若槻 歩夢

P・N　まいうー坂田

広報誌「第186号明るい漁村」をお読みいただきあ
りがとうございます！

今号は、新企画の特集が様々ありましたが楽しん
でいただけたでしょうか!?

今回の明るい漁村は、私達新入社員「広報誌班」が
協力して製作いたしました！

未経験者ばかりですが、読者の皆様方が「楽しく！
面白い！」と思って頂けるような広報誌作りに心がけ、
広報誌班一丸となって取組んできました。

責末尾になりましたが、今回ご協力頂きました皆
様には心より感謝申し上げます。

撮影・取材・執筆と至らぬ点が多く、ご迷惑をかけ
てしまいましたが、広報誌の製作にご協力いただい
た皆様、誠にありがとうございました!!

この広報誌は新入職員4人で製作したのですが、4
人が4人、広報誌なるものを作った経験がなく、正直
なところ、最初は最後まで完成するかとても不安で
した。

しかし、新入社員パワーとでも言うのでしょうか。
何とか完成まで漕ぎつく事ができました。

個人的に大変だったのは取材をする上でのアポイ
ント取りでした。

上手くいかない事もありましたが、やっていくう
ちに成長を感じる事ができました。

今までの「明るい漁村」とは一味違うと思ってます
ので楽しんで見ていただけたらとおもいます。

広報誌というものを作った経験がなかったため、
初めてのことばかりで、活動を始めるまではこんな
に大変な事だとは思いませんでした。

私は、みんなで一つのものを作るという経験もあ
まりなく不安でしたが、無事終えることができ、感謝
しています。

新人研修の締めくくりとして広報誌作成をして、
自分の中で、反省する点や気づきがありいい経験に
なったと感じています。

明るい漁村作成の中で、様々な方にお世話になり、
 完成することができました。

読んで頂けると嬉しいです。

自分は境港支所勤務だったこともあり、今回の広
報誌作成活動の大部分を他3人に任せきりになって
いたことは申し訳ないと思っています。

制作活動をすることに於いて印象に残ったことは
グルメリポーターであり、境港や浜田など各地を周り、
それぞれの店が名物としている新鮮で美味しい魚介
料理を頂けたと同時に、取材でその店々が料理や顧
客に抱いている心情を知ることができ、自分たちの
仕事で流通した魚が様々な人達に喜びを運んでいる
のだと知ることができ、有意義な時間を過ごすこと
ができました。
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ら
せ

①
現
在
お
持
ち
の
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ッ
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ー
ド
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そ
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ま
ま
ご
利
用
い
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だ
け
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す
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②
現
在
ご
使
用
中
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通
帳
、
証
書
も
そ
の
ま
ま

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

③
現
在
ご
契
約
中
の
口
座
振
替
契
約
も
一
部
を

除
き
そ
の
ま
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
六
年
九
月
十
五
日
よ
り
全
て
の
信
用
店
舗
名

が
本
所
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
為
替
業
務
及
び
融

資
業
務
に
つ
い
て
は
本
所
に
集
約
致
し
ま
す
。

皆様からのご意見やご感想、ひとこと随想、また
漁村に関する話題などお待ちしています。 郵便、
メール、ファックスなどでお寄せください。

本誌のバックナンバーをPDFにてホームページで公開しています。
【 JFしまねWEBサイト 】
http://www.jf-shimane.or.jp/akarui.htmlE-mail shidou@jf-shimane.or.jp  FAX  0852-27-6130

〒690-0007 島根県松江市御手船場町575番地
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編
集
兼
発
行
人  

漁
業
協
同
組
合
JF
し
ま
ね

［
印
刷
所  （
株
）谷
口
印
刷
］

TEL 
0
8
5
2-

2
1-

0
0
0
1（
代
）    
FAX 
0
8
5
2-

2
7-

6
1
3
0    

〒
6
9
0-

0
0
0
7 
島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
5
7
5

発
行

日
  令

和
6年

9月
17日

発
行

第186
号


